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第
五
十
四
号
二
〇
〇
六
年
二
月
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
―
―
創
作
を
取
り
入
れ
た
実
践
に
即
し
て
―
―
１
文
章
表
現
指
導
の
実
践
的
課
題
学
校
教
育
に
お
け
る
国
語
教
育
の
不
易
と
流
行
そ
れ
ぞ
れ
を
含
む
多
様
な
領
域
の
中
で
、「
書
く
こ
と
」
の
学
習
指
導
す
な
わ
ち
文
章
表
現
（
作
文
）
指
導
は
、
常
に
確
か
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。
例
え
ば
『
教
育
科
学
国
語
教
育
』（
明
治
図
書
）、『
月
刊
国
語
教
育
』（
東
京
法
令
出
版
）、『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』（
日
本
国
語
教
育
学
会
）
な
ど
の
月
刊
の
国
語
教
育
誌
に
お
け
る
年
間
の
特
集
テ
ー
マ
に
は
、
必
ず
文
章
表
現
指
導
に
関
わ
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
文
章
表
現
に
特
化
し
た
学
会
、
研
究
会
、
研
究
誌
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
公
に
さ
れ
た
文
章
表
現
指
導
に
関
す
る
研
究
や
実
践
は
、
夥
し
い
量
に
及
ぶ
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
小
学
校
か
ら
大
学
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
校
種
で
、
作
文
指
導
が
繰
り
返
し
実
践
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
繰
り
返
し
て
指
導
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
習
者
は
思
う
よ
う
に
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
常
生
活
の
中
で
公
的
な
文
章
を
書
く
機
会
が
少
な
い
。
学
習
者
の
日
常
生
活
を
見
る
限
り
、
例
え
ば
友
人
と
の
間
で
携
帯
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
す
る
よ
う
な
私
的
な
活
動
が
多
く
、
公
的
な
文
章
を
書
く
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
学
校
で
学
習
し
た
文
章
の
書
き
方
を
身
近
な
場
所
で
実
際
に
生
か
す
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
表
現
力
が
定
着
し
に
く
い
。

学
校
で
書
く
作
文
に
興
味
が
持
て
ず
、書
く
こ
と
に
意
欲
的
に
な
れ
な
い
。
学
校
で
課
題
と
さ
れ
る
も
の
は
、
強
制
的
に
書
か
さ
れ
る
と
い
う
意
識
も
あ
っ
て
、学
習
者
が
自
主
的
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
特
に
行
事
作
文
と
称
さ
れ
る
作
文
や
読
書
感
想
文
な
ど
は
、
学
習
者
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
課
題
に
は
な
り
に
く
い
。

効
果
的
な
指
導
法
が
開
発
さ
れ
ず
、
文
章
表
現
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
文
章
の
書
き
方
に
関
す
る
文
章
表
現
技
術
が
効
果
的
に
指
導
さ
れ
て
い
な
い
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
五
五
こ
と
か
ら
、
学
習
者
が
具
体
的
な
技
術
を
習
得
で
き
ず
、
文
章
表
現
能
力
も
伸
び
な
い
。
担
当
す
る
授
業
時
に
、
大
学
生
に
中
学
・
高
校
の
国
語
科
で
文
章
表
現
技
術
の
指
導
を
受
け
た
か
ど
う
か
尋
ね
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
印
象
に
残
る
よ
う
な
指
導
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
答
え
る
。
研
究
が
進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
体
系
的
な
書
き
方
の
指
導
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
面
で
、
体
系
的
な
文
章
表
現
指
導
を
確
立
し
に
く
い
。
多
く
の
国
語
科
の
教
科
書
で
は
、
作
文
の
単
元
が
途
中
数
箇
所
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
し
て
の
体
系
的
な
指
導
が
実
施
し
に
く
い
。「
国
語
表
現
」
と
い
う
科
目
が
一
九
七
八
年
版
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
で
設
置
さ
れ
た
も
の
の
、
科
目
の
趣
旨
が
十
分
に
理
解
さ
れ
ず
、
教
育
現
場
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
根
付
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
学
に
お
け
る
授
業
に
目
を
向
け
る
と
、
多
く
の
大
学
で
「
国
語
（
文
章
）
（
１
）
表
現
法
（
論
）」
の
類
の
講
座
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
シ
ラ
バ
ス
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
高
等
学
校
ま
で
の
段
階
で
、
す
で
に
十
分
な
時
間
を
か
け
て
作
文
指
導
が
展
開
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
で
は
卒
業
論
文
を
書
く
た
め
の
文
章
表
現
力
に
乏
し
い
学
生
が
い
る
と
い
う
実
態
を
受
け
て
、
作
文
指
導
に
関
わ
る
講
座
を
必
修
科
目
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
い
ま
整
理
し
た
問
題
点
の
最
後
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
高
等
学
校
ま
で
は
文
章
表
現
に
関
す
る
授
業
を
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
体
系
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
初
め
て
、文
章
表
現
が
年
間
を
通
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
い
ま
掲
げ
た
問
題
点
は
、
そ
の
ま
ま
文
章
表
現
指
導
の
今
後
の
目
標
に
直
結
す
る
。
す
な
わ
ち
以
下
の
よ
う
な
目
標
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

公
的
な
文
章
を
書
く
場
所
を
設
定
す
る
。

文
章
表
現
に
対
す
る
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
喚
起
す
る
。

文
章
表
現
技
術
指
導
を
徹
底
す
る
。

体
系
的
な
文
章
表
現
指
導
の
た
め
の
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
四
点
を
目
標
に
据
え
た
文
章
表
現
指
導
の
展
開
に
向
け
て
、
わ
た
く
し
自
身
の
実
践
に
即
し
た
具
体
的
な
授
業
の
構
想
を
提
案
す
る
。
特
に
第
二
と
第
四
の
目
標
達
成
に
重
点
的
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
四
点
に
関
連
し
て
前
任
校（
早
稲
田
大
学
系
属
早
稲
田
実
業
学
校
）で
は
、
私
立
学
校
と
い
う
特
色
を
生
か
し
て
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
年
間
を
通
し
て
表
現
の
指
導
を
実
践
す
る
科
目
を
設
置
し
て
、
表
現
指
導
を
重
点
的
に
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
文
章
表
現
の
み
で
は
な
く
、「
話
す
こ
と
」
す
な
わ
ち
音
声
表
現
指
導
の
領
域
に
関
わ
る
実
践
も
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
は
一
九
九
五
年
度
の
中
学
一
年
生
を
対
象
と
し
た
実
践
に
即
し
て
、
い
ま
掲
げ
た
四
点
に
目
配
り
を
し
つ
つ
も
、
特
に
第
二
の
表
現
に
対
す
る
学
習
者
の
興
味
・
関
心
の
喚
起
と
い
う
点
を
最
大
の
目
標
と
し
た
授
業
の
構
想
を
、紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
「
書
く
こ
と
」
に
対
す
る
興
味
・
関
心
の
喚
起
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
授
業
に
創
作
を
中
心
と
し
た
文
章
表
現
指
導
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
学
校
で
は
、
主
に
行
事
作
文
や
読
書
感
想
文
、
受
験
に
関
連
し
た
小
論
文
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
五
六
な
ど
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
創
作
を
重
点
的
に
扱
う
授
業
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
現
意
欲
喚
起
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
と
き
、
創
作
さ
せ
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
そ
こ
で
文
章
表
現
指
導
に
お
け
る
文
種
と
し
て
創
作
文
を
取
り
上
げ
、
表
現
と
理
解
の
関
連
指
導
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、
学
習
者
が
日
ご
ろ
か
ら
関
心
を
寄
せ
る
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
内
容
を
、効
果
的
に
授
業
に
取
り
入
れ
る
方
法
を
工
夫
し
て
み
た
い
。
２
授
業
の
構
想
ま
ず
「
書
く
こ
と
」
の
学
習
指
導
で
は
、
ど
の
よ
う
な
文
章
を
書
か
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
教
科
書
の
表
現
単
元
に
お
い
て
も
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
を
書
く
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
国
語
科
教
科
書
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
主
な
ジ
ャ
ン
ル
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
自
己
紹
介
文
手
紙
生
活
作
文
体
験
文
日
記
記
録
観
察
ス
ケ
ッ
チ
説
明
文
解
説
文
紹
介
文
報
告
文
感
想
文
意
見
文
論
説
文
創
作
文
中
学
校
の
国
語
科
教
科
書
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
文
章
を
広
く
扱
う
機
会
を
設
け
て
い
る
わ
け
だ
が
、
実
際
の
授
業
で
書
か
せ
る
の
は
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
に
限
ら
れ
る
。
特
に「
創
作
文
」に
関
し
て
は
、
指
導
や
評
価
の
困
難
か
ら
も
、
書
か
せ
る
機
会
は
少
な
い
。
た
だ
し
特
に
学
習
者
の
表
現
に
対
す
る
興
味
・
関
心
、
お
よ
び
表
現
意
欲
喚
起
と
い
う
点
を
重
点
目
標
と
す
る
際
に
、
創
作
文
を
書
く
と
い
う
活
動
を
取
り
上
げ
る
価
値
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
一
九
九
五
年
度
に
担
当
し
た
国
語
科
の
授
業
で
は
、
中
学
一
年
生
を
対
象
に
（
２
）
表
現
の
特
設
単
元
を
設
置
し
た
。
実
施
の
時
期
は
後
期
の
後
半
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
系
属
早
稲
田
実
業
学
校
で
は
、
当
時
「
国
語
」
を
五
単
位
設
置
し
、
そ
れ
を
三
単
位
と
二
単
位
と
に
分
け
て
、
別
個
の
担
当
者
が
扱
う
と
い
う
方
式
を
取
っ
て
い
た
。
わ
た
く
し
が
担
当
し
た
の
は
二
単
位
の
「
国
語

」
と
い
う
科
目
で
あ
る
。
当
時
は
男
子
校
で
、
中
学
一
年
生
は
四
ク
ラ
ス
の
編
成
と
な
っ
て
い
た
。
担
当
し
た
の
は
そ
の
う
ち
の
二
ク
ラ
ス
、
在
籍
は
と
も
に
五
十
二
名
で
あ
っ
た
。
他
の
二
ク
ラ
ス
の
担
当
者
、
お
よ
び
三
単
位
の
「
国
語

」
を
四
ク
ラ
ス
通
し
て
担
当
す
る
担
当
者
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
週
に
二
時
間
の
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
国
語

」
が
主
に
教
科
書
教
材
を
中
心
と
し
た
読
解
の
授
業
を
中
心
に
、
国
語
教
育
全
般
に
関
わ
る
内
容
を
扱
う
。
そ
し
て「
国
語

」で
は
、
主
に
表
現
を
中
心
と
し
た
内
容
を
扱
う
こ
と
に
し
た
。
週
に
二
回
、
表
現
を
重
点
的
に
取
り
扱
う
授
業
を
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ん
だ
の
は
、
前
の
節
で
話
題
と
し
た
実
践
的
課
題
の
第
四
点
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
節
で
整
理
し
た
第
一
・
第
二
の
目
標
と
関
連
さ
せ
て
、
中
学
一
年
生
を
対
象
と
し
た
「
国
語

」
の
授
業
の
目
標
と
し
て
、
次
の
二
点
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。

個
々
の
学
習
者
の
表
現
意
欲
を
喚
起
し
、
表
現
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
。

実
際
に
表
現
活
動
の
場
を
多
く
設
定
し
、
実
際
の
表
現
活
動
を
通
し
て
表
現
力
の
育
成
を
図
る
。
以
上
の
目
標
の
も
と
で
、
学
習
活
動
と
し
て
設
定
し
た
の
は
次
の
よ
う
な
内
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
五
七
容
で
あ
る
。
学
習
テ
ー
マ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
す
べ
て
表
現
を「
楽
し
む
」と
い
う
要
素
を
中
心
に
構
想
し
た
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
要
す
る
時
間
は
約
二
箇
月
間
と
な
っ
て
お
り
、
カ
ッ
コ
内
は
実
際
の
学
習
を
展
開
し
た
日
程
で
あ
る
。
各
テ
ー
マ
の
間
に
は
四
回
の
定
期
試
験
の
日
程
が
入
る
が
、
そ
れ
を

〜

で
示
し
た
。
（
１
）
身
近
な
表
現
を
楽
し
む
（
四
月
〜
五
月
）
見
立
て
の
詩
、
歌
詞
、
漫
画
な
ど
を
教
材
と
し
て
、
比
喩
表
現
や
オ
ノ
マ
ト
ペ
な
ど
の
身
近
な
表
現
の
問
題
に
目
を
向
け
る
。

前
期
中
間
試
験
（
五
月
、
な
お
一
九
九
五
年
度
当
時
は
「
統
一
試
験
」
と
い
う
名
称
）
（
２
）
音
声
表
現
を
楽
し
む
（
六
月
〜
七
月
）
ス
ピ
ー
チ
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
語
り
、
対
話
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
音
声
言
語
表
現
に
関
わ
る
活
動
を
一
通
り
体
験
さ
せ
る
。

前
期
末
試
験
（
七
月
）
（
３
）
演
劇
を
楽
し
む
（
九
月
〜
十
二
月
）
演
劇
集
団
キ
ャ
ラ
メ
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
成
井
豊
に
よ
る
『
広
く
て
す
て
き
な
宇
宙
じ
ゃ
な
い
か
』
と
い
う
戯
曲
を
取
り
上
げ
て
、
戯
曲
の
読
解
か
ら
演
劇
の
上
（
３
）
演
ま
で
を
扱
う
。

後
期
中
間
試
験
（
十
二
月
）
（
４
）
創
作
を
楽
し
む
（
一
月
〜
三
月
）
こ
の
内
容
に
関
し
て
は
、
次
の
節
で
詳
し
く
紹
介
す
る
。

学
年
末
試
験
（
三
月
）
本
稿
で
は
、（
４
）
の
「
創
作
を
楽
し
む
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
学
習
活
動
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
。
な
お
、
今
回
紹
介
す
る
授
業
で
目
指
す
学
習
活
動
と
学
習
の
形
態
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

理
解
教
材
と
の
関
連
学
習
の
実
施
使
用
す
る
教
科
書
（
三
省
堂
『
現
代
の
国
語
１
』）
の
理
解
教
材
で
あ
る
別
役
実
の
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
と
の
関
連
性
を
重
視
し
た
、
表
現
と
理
解
の
関
連
学
習
を
実
施
す
る
。「
国
語

」
の
担
当
者
と
の
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
教
材
の
文
章
を
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
が
一
通
り
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
て
扱
う
こ
と
に
し
た
。

グ
ル
ー
プ
学
習
の
導
入
表
現
の
学
習
に
グ
ル
ー
プ
学
習
と
い
う
形
態
を
導
入
し
て
、
学
習
効
果
を
高
め
る
こ
と
に
配
慮
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
ラ
ス
、
グ
ル
ー
プ
、
個
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
学
習
が
効
果
的
に
展
開
す
る
よ
う
な
指
導
計
画
を
練
る
。

学
習
へ
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
活
用
一
九
九
五
年
当
時
の
勤
務
校
は
男
子
校
で
あ
り
、
男
子
中
学
生
が
共
通
し
て
興
味
・
関
心
を
有
す
る
素
材
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
内
容
か
ら
、
国
語
科
の
学
習
活
動
に
活
用
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
選
び
、
実
際
に
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
者
の
学
習
へ
の
参
加
意
欲
を
喚
起
す
る
。
	
ブ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
の
活
動
に
よ
る
学
習
の
総
括
ブ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
学
習
を
総
括
し
、
文
章
の
み
な
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
五
八
ら
ず
本
を
作
る
と
い
う
創
作
活
動
を
通
し
て
、
表
現
意
欲
を
高
め
る
。
わ
た
く
し
は
「
研
究
の
手
引
き
」
お
よ
び
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
と
称
す
る
プ
リ
ン
ト
を
原
則
と
し
て
毎
時
間
作
成
し
、
配
布
し
て
い
る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
「
研
究
資
料
」
と
し
て
教
材
を
作
成
す
る
。「
研
究
の
手
引
き
」
に
は
、
そ
の
日
の
授
業
の
学
習
目
標
、
主
な
学
習
活
動
を
示
し
て
お
く
。
学
習
者
は
授
業
中
に
こ
の
「
研
究
の
手
引
き
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
学
習
を
展
開
す
る
。
一
方
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
は
ノ
ー
ト
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
授
業
中
に
学
習
者
は
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
終
了
時
に
提
出
す
る
。「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
に
は
、
学
習
項
目
に
対
応
し
て
自
分
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
意
見
・
感
想
を
書
く
欄
が
設
け
て
あ
る
。
さ
ら
に
「
評
価
」
と
「
本
日
の
ひ
と
こ
と
メ
モ
」
の
欄
も
設
け
て
お
く
。
回
収
し
た
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
を
点
検
す
る
と
、
学
習
者
の
反
応
や
理
解
の
度
合
い
が
端
的
に
掌
握
で
き
る
。担
当
者
が
点
検
し
て
か
ら
、
次
の
授
業
時
に
返
却
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
。
今
回
の
学
習
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
研
究
の
手
引
き
」「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
そ
し
て
「
研
究
資
料
」
を
用
い
る
と
い
う
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
授
業
で
使
用
す
る
主
教
材
は
、
別
役
実
の
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」（
三
省
堂
の
国
語
科
教
科
書
『
現
代
の
国
語
１
』
に
収
録
、
な
お
以
下
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
教
科
書
に
よ
る
）
で
あ
る
。評
価
に
関
し
て
は
、
定
期
試
験
の
結
果
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
提
出
物
、
授
業
中
の
状
況
や
各
種
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
方
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
こ
と
に
し
た
。
科
目
の
評
定
は
す
べ
て
十
点
満
点
で
算
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、「
国
語

」
を
六
十
点
満
点
、「
国
語

」
を
四
十
点
満
点
と
し
て
評
定
を
算
出
し
、
二
つ
の
科
目
の
評
定
を
合
計
し
た
も
の
を
十
点
満
点
に
換
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
国
語
」
の
評
定
と
し
た
。
３
授
業
の
展
開｜
全
指
導
過
程
の
紹
介
学
習
の
配
当
時
間
は
全
十
二
時
間
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
時
間
ご
と
の
学
習
目
標
お
よ
び
主
な
学
習
活
動
を
紹
介
す
る
。
す
べ
て
の
指
導
過
程
の
要
点
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
意
欲
喚
起
を
目
標
と
し
た
具
体
的
な
実
践
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

第
一
時
ま
ず
第
一
時
の
目
標
は
、
担
当
者
の
解
説
に
よ
っ
て
授
業
の
趣
旨
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
学
習
の
方
法
を
理
解
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
目
標
に
な
る
。
学
習
活
動
は
、
教
材
と
授
業
の
方
法
に
関
す
る
説
明
か
ら
入
る
。
教
科
書
の
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
を
取
り
上
げ
る
旨
を
説
明
し
て
、
単
に
こ
の
物
語
を
読
む
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
表
現
を
通
し
て
物
語
の
内
容
を
深
く
理
解
す
る
た
め
の
学
習
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
関
連
の
資
料
を
配
布
し
て
、テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
と
し
て「
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
」と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
に
関
し
て
、
説
明
を
加
え
る
。
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
で
は
、「
か
ま
い
た
ち
の
夜
」「
街
」「
弟
切
草
」
な
ど
が
当
時
発
売
さ
れ
て
い
た
。
授
業
は
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
ゲ
ー
ム
の
特
色
の
解
説
か
ら
始
め
る
。

第
二
時
第
二
時
の
目
標
と
し
て
は
、
次
の
三
点
を
掲
げ
て
お
く
。
ま
ず
一
点
目
は
、
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
五
九
（
４
）
「
か
ま
い
た
ち
の
夜
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
原
作
者
我
孫
子
武
丸
の
文
章
を
読
ん
で
、
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
に
お
け
る
「
分
岐
」
と
称
さ
れ
る
箇
所
を
作
成
す
る
要
領
を
理
解
す
る
こ
と
。
第
二
点
は
、
教
科
書
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
に
つ
い
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
標
に
関
し
て
は
、「
国
語

」
担
当
者
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
、「
読
む
こ
と
」
の
学
習
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
扱
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
く
。
そ
の
う
え
で
第
三
点
と
し
て
、「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
に
お
け
る
「
分
岐
」
作
成
が
可
能
な
箇
所
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
。
実
際
の
授
業
で
は
、
ま
ず
「
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
」
の
要
点
と
し
て
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
が
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
普
通
の
小
説
は
、
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
の
場
合
で
は
、
途
中
に
い
く
つ
か
の
「
分
岐
」
が
現
れ
る
。
そ
の
分
岐
の
中
の
一
つ
の
「
選
択
肢
」
を
読
者
す
な
わ
ち
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
結
末
は
マ
ル
チ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
に
な
る
。
す
な
わ
ち
選
択
肢
に
よ
っ
て
、
結
末
が
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
次
に
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
一
つ
「
か
ま
い
た
ち
の
夜
」
を
紹
介
す
る
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
推
理
小
説
作
家
の
我
孫
子
武
丸
の
原
作
で
あ
る
。
（
５
）
そ
の
我
孫
子
の
小
説
版
「
か
ま
い
た
ち
の
夜
」
と
、
分
岐
に
関
す
る
解
説
文
を
紹
介
す
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
分
岐
を
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
作
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
我
孫
子
の
考
え
方
を
参
考
に
す
る
。
本
時
に
は
「
研
究
資
料
」
で
資
料
の
紹
介
を
し
て
、
続
く
第
三
時
に
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
映
像
を
ビ
デ
オ
に
収
録
し
た
も
の
を
授
業
中
に
放
映
す
る
こ
と
に
し
た
。
特
に
分
岐
に
よ
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
変
る
箇
所
を
中
心
に
、
映
像
の
編
集
を
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。そ
こ
ま
で
を
導
入
と
し
て
、
教
科
書
教
材
の
別
役
実
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
と
い
う
小
説
を
読
む
。
す
で
に
「
国
語

」
の
授
業
で
扱
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
、
直
ち
に
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
。
（
１
）
登
場
人
物
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
に
お
け
る
登
場
人
物
を
抜
き
出
す
。
人
物
名
と
、
そ
の
後
に
そ
の
人
物
に
関
す
る
情
報
を
記
入
す
る
。
（
２
）
事
件
こ
の
小
説
に
お
け
る
「
事
件
」、
す
な
わ
ち
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
の
概
要
を
整
理
す
る
。
矢
印
（
↓
）
を
用
い
る
な
ど
、
工
夫
し
て
ま
と
め
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
最
後
に
、
小
説
の
中
で
ス
ト
ー
リ
ー
の
分
岐
が
作
れ
そ
う
な
箇
所
は
ど
こ
か
を
考
え
る
。
ク
ラ
ス
の
中
で
意
見
交
換
を
し
た
う
え
で
、
そ
の
中
で
最
も
適
当
な
場
所
を
一
つ
選
ん
で
実
際
に
分
岐
を
作
る
よ
う
に
指
示
を
出
す
。
各
分
岐
の
選
択
肢
の
数
は
二
つ
と
す
る
。「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
を
、
家
庭
学
習
用
の
課
題
と
し
て
、
第
四
時
に
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
三
時
第
三
時
は
、
視
聴
覚
資
料
を
提
示
で
き
る
装
置
の
あ
る
場
所
で
実
施
す
る
。
担
当
し
た
当
時
は
普
通
教
室
に
視
聴
覚
機
器
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
〇
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
（
視
聴
覚
教
室
）
で
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
第
三
時
の
目
標
は
、
実
際
の
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
を
映
像
で
体
験
し
て
、
そ
の
主
な
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
、
そ
し
て
特
に
分
岐
の
作
り
方
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
授
業
で
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る「
か
ま
い
た
ち
の
夜
」の
一
部
を
、
映
像
で
紹
介
す
る
。
た
だ
し
ゲ
ー
ム
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
理
解
の
た
め
に
紹
介
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
特
に
ス
ト
ー
リ
ー
の
分
岐
と
選
択
肢
に
注
意
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
現
れ
る
か
を
よ
く
考
え
て
、
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
に
お
い
て
ス
ト
ー
リ
ー
の
分
岐
に
お
け
る
選
択
肢
を
作
る
際
の
参
考
に
さ
せ
た
。
学
習
者
に
は
、
実
際
に
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
「
か
ま
い
た
ち
の
夜
」
の
内
容
を
確
認
し
て
、
発
見
し
た
こ
と
を
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
に
ま
と
め
さ
せ
る
。
特
に
ス
ト
ー
リ
ー
の
分
岐
の
特
色
に
つ
い
て
発
見
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
る
。

第
四
時
第
四
時
の
目
標
は
、
次
の
三
点
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
教
材
と
し
た「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」に
つ
い
て
、
登
場
人
物
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
、
次
い
で
主
な
事
件
の
展
開
を
把
握
す
る
こ
と
、
教
材
の
中
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
分
岐
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
箇
所
を
探
す
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
は
、「
国
語

」
の
授
業
に
お
い
て
す
で
に
扱
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
授
業
を
展
開
す
る
。
ま
ず「
人
物
」
に
関
し
て
考
え
る
。
こ
の
物
語
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
登
場
す
る
の
か
を
、
そ
の
特
徴
も
あ
わ
せ
て
整
理
す
る
。
続
い
て
「
事
件
」
に
関
し
て
考
え
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
流
れ
を
図
式
化
し
て
み
る
。
そ
こ
ま
で
を
基
礎
作
業
と
し
て
、
続
い
て
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
の
方
法
を
通
し
て
、
教
材
を
と
ら
え
な
お
す
。
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
の
分
岐
に
関
し
て
、
こ
の
小
説
で
は
ど
こ
に
分
岐
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。
学
習
者
は
す
で
に
第
二
時
の
家
庭
学
習
の
課
題
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
分
岐
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
箇
所
を
考
え
て
あ
る
。
そ
れ
を
交
流
し
て
ク
ラ
ス
全
体
で
考
え
る
こ
と
が
、
本
時
の
主
な
学
習
活
動
で
あ
る
。
な
お
第
五
時
に
は
比
較
的
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
選
ん
だ
箇
所
に
つ
い
て
、
今
度
は
実
際
に
二
つ
の
選
択
肢
を
作
る
と
い
う
活
動
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
は
次
の
よ
う
な
タ
イ
プ
に
す
る
。
Ａ
原
作
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
近
い
も
の
。
Ｂ
原
作
と
は
異
な
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
な
る
も
の
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
考
え
る
と
し
た
ら
、次
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
内
容
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
例
外
的
な
扱
い
と
し
て
、
で
き
れ
ば
避
け
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
Ｃ
奇
抜
で
、
思
い
も
よ
ら
な
い
よ
う
な
、
意
外
な
展
開
に
な
る
も
の
。
授
業
で
は
、個
々
の
学
習
者
が
考
え
た
分
岐
を
設
け
る
箇
所
に
つ
い
て
、様
々
な
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
実
際
に
選
択
肢
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

第
五
時
第
五
時
の
目
標
は
、
次
の
二
点
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
教
材
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
踏
ま
え
て
、
分
岐
を
設
定
で
き
る
箇
所
を
探
す
こ
と
。
そ
し
て
そ
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
一
れ
ぞ
れ
の
分
岐
で
効
果
的
な
選
択
肢
を
創
作
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
時
の
授
業
で
、
教
材
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
の
中
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
分
岐
を
作
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
箇
所
を
ク
ラ
ス
レ
ベ
ル
で
考
え
て
み
た
。
そ
こ
で
本
時
に
は
、
分
岐
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
箇
所
の
中
か
ら
次
の
二
箇
所
を
選
択
し
て
、
実
際
の
選
択
肢
を
創
作
す
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
の
箇
所
と
し
て
、「
キ
キ
」
に
し
か
で
き
な
か
っ
た
三
回
宙
返
り
を
、
金
星
サ
ー
カ
ス
の
「
ピ
ピ
」
が
成
功
さ
せ
た
と
い
う
話
を
波
止
場
の
片
隅
に
い
た
「
お
ば
あ
さ
ん
」
か
ら
聞
い
た
後
に
続
く
、「
キ
キ
は
黙
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
海
の
方
を
見
ま
し
た
。」
と
い
う
文
の
後
を
設
定
し
た
。
原
作
で
は
、
四
回
宙
返
り
を
決
意
し
た
「
キ
キ
」
が
「
し
か
し
ま
も
な
く
振
り
返
っ
て
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
ほ
ほ
え
ん
で
み
せ
る
と
、
そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り
歩
き
始
め
ま
し
た
。」
と
続
く
こ
と
に
な
る
。
第
二
の
箇
所
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、「
ピ
ピ
」
が
三
回
宙
返
り
に
成
功
し
た
と
い
う
話
題
が
町
に
広
ま
っ
た
と
き
、「
で
も
、
午
後
に
な
る
と
、
そ
の
町
の
中
央
広
場
の
真
ん
中
に
、
大
き
な
看
板
が
現
れ
ま
し
た
。」
と
い
う
文
の
後
で
あ
る
。
原
作
で
は
「
今
夜
、
キ
キ
は
、
四
回
宙
返
り
を
や
り
ま
す
。」
と
い
う
看
板
に
な
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
第
一
・
第
二
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
原
作
と
は
異
な
る
展
開
に
な
る
よ
う
な
選
択
肢
を
二
つ
作
る
と
い
う
課
題
を
出
し
た
。「
か
ま
い
た
ち
の
夜
」
に
な
ら
っ
て
、
選
択
肢
の
記
号
を
Ａ
、
Ｂ
と
し
、
Ａ
、
Ｂ
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
展
開
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。
Ａ
、
Ｂ
の
選
択
肢
を
作
っ
た
ら
、
今
度
は
そ
れ
に
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
創
作
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
原
作
と
は
異
な
る
展
開
と
は
い
え
、
原
作
の
人
物
・
事
件
・
背
景
の
基
本
的
な
要
素
に
関
わ
る
設
定
は
改
変
し
な
い
よ
う
に
指
導
し
た
。
あ
く
ま
で
も
原
作
の
設
定
を
生
か
し
た
う
え
で
、
興
味
深
い
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
楽
し
む
よ
う
に
扱
う
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

第
六
時
第
六
時
は
前
時
の
継
続
と
な
る
た
め
、目
標
も
前
時
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
前
時
と
同
様
に
、
教
材「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」の
中
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
分
岐
を
作
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
箇
所
を
新
た
に
二
箇
所
選
択
し
て
、
実
際
の
選
択
肢
の
創
作
を
す
る
。
本
時
に
は
、
教
材
文
結
末
の
次
の
二
箇
所
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
一
の
箇
所
は
、
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ン
で
、「
キ
キ
」
が
ま
さ
に
四
回
宙
返
り
に
挑
む
場
面
、「
音
楽
が
高
ら
か
に
鳴
っ
て
、
キ
キ
は
白
鳥
の
よ
う
に
飛
び
出
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。」
の
後
で
あ
る
。
原
作
で
は
「
テ
ン
ト
の
高
い
所
に
あ
る
ブ
ラ
ン
コ
ま
で
、縄
ば
し
ご
を
す
る
す
る
と
登
っ
て
ゆ
く
と
、
お
客
さ
ん
に
は
そ
れ
が
、
天
に
昇
っ
て
ゆ
く
白
い
魂
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。」
と
い
う
文
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
第
二
の
箇
所
と
し
て
選
択
し
た
の
は
、「
キ
キ
」
が
三
回
転
し
た
直
後
、
四
回
目
に
入
る
場
面
で
あ
る
。「
お
客
さ
ん
は
、
は
っ
と
息
を
飲
み
ま
し
た
。」
の
後
に
分
岐
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
原
作
で
は
、「
し
か
し
キ
キ
は
、
や
っ
ぱ
り
ゆ
る
や
か
に
、
ひ
ょ
う
の
よ
う
な
手
足
を
弾
ま
せ
る
と
、
次
の
ブ
ラ
ン
コ
ま
で
た
っ
ぷ
り
余
裕
を
残
し
て
、
四
つ
目
の
宙
返
り
を
し
て
お
り
ま
し
た
。」
と
続
い
て
い
る
。
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
二
学
習
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
教
科
書
の
原
作
と
は
異
な
る
展
開
に
な
る
よ
う
な
選
択
肢
を
二
つ
作
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
前
時
と
同
様
に
選
択
肢
の
記
号
は
Ａ
、
Ｂ
と
し
、
Ａ
、
Ｂ
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
展
開
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
に
な
る
。
選
択
肢
が
完
成
し
た
ら
、
今
度
は
そ
れ
に
続
け
て
Ａ
、
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
さ
せ
た
。

第
七
時
第
七
時
の
目
標
は
、
第
一
に
教
材
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
踏
ま
え
て
、
効
果
的
な
分
岐
を
設
定
し
て
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
選
択
肢
を
作
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
か
ら
派
生
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
創
作
す
る
と
い
う
二
点
を
掲
げ
た
。
本
時
は
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
ス
リ
リ
ン
グ
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
楽
し
む
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
学
習
の
形
態
で
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
グ
ル
ー
プ
は
、
席
の
近
い
メ
ン
バ
ー
四
人
で
一
グ
ル
ー
プ
（
班
）
を
編
成
す
る
。
一
つ
の
ク
ラ
ス
に
十
三
班
編
成
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
四
人
の
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
た
ら
、
最
初
に
ス
ト
ー
リ
ー
の
分
岐
を
作
成
す
る
箇
所
を
一
箇
所
決
め
る
。
前
の
二
回
の
授
業
で
取
り
組
ん
だ
四
箇
所
の
中
か
ら
選
ぶ
と
、
そ
の
後
の
作
業
が
早
く
進
む
こ
と
も
告
げ
て
お
く
。
分
岐
を
作
る
箇
所
が
決
ま
っ
た
ら
、
前
と
同
じ
要
領
で
選
択
肢
を
作
成
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
も
作
成
す
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
完
結
さ
せ
ず
に
、
さ
ら
に
新
た
な
分
岐
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。こ
の
作
業
は
す
べ
て「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
に
記
入
さ
せ
て
、
グ
ル
ー
プ
内
で
そ
の
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
を
回
覧
し
な
が
ら
、
創
作
を
楽
し
む
こ
と
に
す
る
。
四
人
の
班
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」を
回
す
順
序
を
決
め
る
。
そ
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
の
箇
所
を
折
っ
て
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
次
の
人
に
渡
す
よ
う
に
す
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
書
か
れ
た
プ
リ
ン
ト
が
回
っ
て
き
た
ら
、
必
ず
選
択
肢
だ
け
読
ん
で
Ａ
、Ｂ
の
ど
ち
ら
か
に
印
を
付
け
る
。そ
れ
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
に
目
を
通
す
。
自
分
が
選
ん
だ
方
の
選
択
肢
か
ら
派
生
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
ん
で
、
今
度
は
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
続
く
分
岐
を
二
箇
所
作
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
岐
か
ら
派
生
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
も
考
え
る
。
学
習
は
こ
れ
以
後
、
四
人
の
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
が
一
巡
す
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
再
度
自
分
に
回
っ
て
き
た
ら
、
最
終
的
な
結
末
を
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
四
通
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
、
グ
ル
ー
プ
で
協
議
し
て
、
最
も
面
白
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
一
つ
選
ぶ
。
そ
し
て
ク
ラ
ス
内
で
ス
ト
ー
リ
ー
の
発
表
会
を
開
く
。
最
後
に
こ
の
段
階
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
自
分
自
身
の
創
意
工
夫
に
満
ち
た
「
新
・
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
の
本
を
作
成
す
る
こ
と
が
、
学
習
の
到
達
点
と
な
る
。

第
八
時
第
八
時
は
前
時
の
継
続
と
な
る
た
め
、
授
業
の
目
標
は
同
一
で
あ
る
。
ま
た
前
時
の
続
き
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
学
習
を
展
開
す
る
。
ま
ず
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
二
枚
を
、
本
時
ま
で
に
終
了
さ
せ
る
と
い
う
課
題
を
確
認
す
る
。
仮
に
ａ
〜
ｄ
の
四
名
の
学
習
者
で
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
た
と
す
れ
ば
、
ａ
か
ら
ｂ
、
ｃ
、
ｄ
の
順
序
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
回
覧
し
、
創
作
す
る
。
創
作
し
た
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
を
次
に
回
す
。
回
っ
て
き
た
ら
次
の
学
習
者
は
前
と
全
く
同
様
に
し
て
、
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
選
択
肢
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
に
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
創
作
す
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
書
か
れ
た
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
三
プ
リ
ン
ト
が
回
っ
て
き
た
ら
、
必
ず
分
岐
と
し
て
設
定
さ
れ
た
箇
所
を
参
照
し
て
選
択
肢
だ
け
見
て
Ａ
、
Ｂ
の
ど
ち
ら
か
に
印
を
付
け
て
、
そ
れ
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
方
に
目
を
通
す
こ
と
に
す
る
。一
巡
し
て
も
と
の
学
習
者
に
戻
っ
た
ら
、
自
分
が
設
定
し
た
分
岐
お
よ
び
選
択
肢
か
ら
様
々
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
味
わ
い
つ
つ
、「
結
末
」
を
創
作
す
る
。
結
末
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
、
改
め
て
全
体
を
読
み
返
し
て
鑑
賞
し
、
感
想
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
る
。

第
九
時
第
九
時
の
目
標
は
、第
七
時
お
よ
び
第
八
時
の
目
標
に
加
え
て
、ス
ト
ー
リ
ー
を
収
束
す
る
方
向
性
を
出
す
と
い
う
点
を
掲
げ
た
。
学
習
形
態
と
し
て
は
、
本
時
も
引
き
続
い
て
グ
ル
ー
プ
学
習
の
形
態
で
展
開
す
る
。
前
二
時
の
授
業
内
容
か
ら
、
作
業
手
順
に
関
す
る
理
解
が
不
統
一
の
ま
ま
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
説
明
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
、
ａ
く
ん
、
ｂ
く
ん
、
ｃ
く
ん
、
ｄ
く
ん
の
四
名
と
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
。
す
べ
て
の
班
で
共
通
の
理
解
を
持
っ
た
う
え
で
、
学
習
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
の
番
号
を
、
こ
こ
で
は
便
宜
上

〜

と
し
て
お
く
。
（
１
）
ａ
く
ん
は
「
授
業
レ
ポ
ー
ト

」
に
、
二
つ
の
選
択
肢
と
そ
れ
ぞ
れ
に
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
、
選
択
肢
の
み
ｂ
く
ん
に
見
せ
る
。
（
２
）
ｂ
く
ん
は
「
授
業
レ
ポ
ー
ト

」（
以
下
、
番
号
の
み
記
す
）
の
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
か
の
選
択
肢
を
選
ん
で
か
ら
、
そ
れ
に
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
、
さ
ら
に
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
続
く
選
択
肢
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
。「

」に
書
い
て
、「

」
と
「

」
と
を
ｃ
く
ん
に
回
す
。
（
３
）
ｃ
く
ん
は

の
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
か
の
選
択
肢
を
選
ん
で
か
ら
、
そ
れ
に
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
、
さ
ら
に
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
続
く
選
択
肢
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
。「

」
に
書
い
て
、「

」
と
「

」
と
「

」
を
ｄ
く
ん
に
回
す
。
（
４
）
ｄ
く
ん
は

の
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
か
の
選
択
肢
を
選
ん
で
か
ら
、
そ
れ
に
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
、
さ
ら
に
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
続
く
選
択
肢
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
。「

」
に
書
い
て
、「

」
と
「

」
と
「

」
と
「

」
と
を
ａ
く
ん
に
戻
す
。
（
５
）
ａ
く
ん
は

の
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
か
の
選
択
肢
を
選
ん
で
か
ら
、
そ
れ
に
続
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
続
く
結
末
を
「

」
に
書
く
。本
時
に
は
一
巡
し
て
、結
末
に
至
る
と
こ
ろ
ま
で
進
め
る
。次
回
ま
で
に「

」
〜
「

」
の
五
枚
の
「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
を
完
成
さ
せ
る
よ
う
に
指
示
を
す
る
。

第
十
時
第
十
時
の
目
標
は
、
グ
ル
ー
プ
で
創
作
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
味
わ
う
こ
と
、
そ
し
て
発
表
（
朗
読
）
会
の
方
法
に
つ
い
て
工
夫
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
前
時
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
の
学
習
を
通
し
て
、
四
人
の
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
ず
つ
、
班
で
合
計
し
て
四
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
創
作
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
本
時
は
、
そ
れ
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
グ
ル
ー
プ
内
で
読
み
味
わ
う
こ
と
に
す
る
。
前
時
の
「
授
業
レ
ポ
ー
ト

」
で
は
、
自
身
で
結
末
を
創
作
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
感
想
を
ま
と
め
た
の
で
、
本
時
に
は
そ
の
他
の
三
人
の
メ
ン
バ
ー
が
結
末
を
創
作
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
そ
れ
ぞ
れ
読
ん
で
感
想
を
書
く
こ
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
四
と
に
な
る
。
す
べ
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
鑑
賞
し
た
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
最
も
支
持
を
得
た
作
品
を
選
び
、
そ
の
理
由
も
考
え
る
。
次
回
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ベ
ス
ト
一
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
発
表
（
朗
読
）
会
を
開
催
す
る
。
そ
こ
で
本
時
に
、
発
表
の
方
法
お
よ
び
分
担
を
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
う
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
、
効
果
音
の
挿
入
も
可
と
す
る
こ
と
に
し
て
、
工
夫
に
満
ち
た
朗
読
を
心
が
け
る
よ
う
に
指
導
し
た
。
さ
ら
に
全
体
の
総
括
的
な
課
題
と
し
て
、「
ブ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
―
私
だ
け
の
『
新
・
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
』」
の
創
作
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
説
明
も
本
時
に
実
施
す
る
。
そ
れ
は
授
業
を
通
し
て
創
作
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
と
に
、
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
「
新
・
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
創
作
し
た
も
の
で
も
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
改
め
て
作
っ
た
も
の
で
も
可
と
す
る
。
一
冊
の「
本
」の
よ
う
に
、
装
丁
を
工
夫
し
て
み
る
。
コ
ピ
ー
や
ワ
ー
プ
ロ
使
用
、
イ
ラ
ス
ト
入
り
、
カ
ラ
ー
版
等
々
、
サ
イ
ズ
や
形
式
は
自
由
と
す
る
。
日
程
と
し
て
は
、
二
月
中
旬
に
高
校
入
試
実
施
に
際
し
て
の
「
自
宅
学
習
」
期
間
が
入
る
た
め
、
そ
の
期
間
を
利
用
し
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

第
十
一
時
・
第
十
二
時
第
十
一
時
お
よ
び
第
十
二
時
の
目
標
は
、
グ
ル
ー
プ
全
員
で
協
力
し
て
発
表
（
朗
読
）
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
よ
く
聞
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
鑑
賞
し
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
時
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
の
学
習
の
成
果
を
、
二
時
間
を
か
け
て
ク
ラ
ス
レ
ベ
ル
で
鑑
賞
す
る
。
発
表
す
る
側
も
発
表
を
聞
く
側
も
、
協
力
し
て
発
表
会
を
盛
り
上
げ
、
全
員
で
楽
し
む
こ
と
に
主
眼
を
置
く
。
発
表
会
は
二
回
に
分
け
て
実
施
す
る
。
ま
ず
第
十
一
時
に
一
班
か
ら
六
班
ま
で
、
そ
し
て
第
十
二
時
に
七
班
か
ら
十
三
班
と
い
う
分
担
を
原
則
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
発
表
の
方
法
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
以
下
の
指
導
を
す
る
。
ま
ず
グ
ル
ー
プ
全
員
で
前
に
出
て
、
班
長
の
「
こ
れ
か
ら
＊
班
の
創
作
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
」
と
い
う
挨
拶
か
ら
始
め
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
す
班
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
く
。発
表
の
方
法
は
す
べ
て
各
グ
ル
ー
プ
に
一
任
す
る
が
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
、
必
ず
分
担
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
紹
介
に
入
る
前
に
、
初
め
に
分
岐
を
作
成
し
た
箇
所
を
教
科
書
で
確
認
す
る
。
そ
れ
か
ら
自
分
た
ち
の
創
作
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
紹
介
に
入
る
。
朗
読
が
終
了
し
た
ら
、
班
長
は
「
こ
れ
で
＊
班
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
紹
介
を
終
わ
り
ま
す
」
と
挨
拶
す
る
。
聞
い
て
い
る
学
習
者
は
、各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞
き
な
が
ら「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」
に
簡
単
な
評
価
を
ま
と
め
る
。
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
評
価
の
観
点
は
次
の
三
点
の
み
と
し
て
、
Ａ
〜
Ｃ
の
三
段
階
で
評
価
さ
せ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
欄
を
設
け
て
お
く
。
（
１
）「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
の
原
作
の
味
わ
い
を
生
か
し
た
楽
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
創
作
で
き
た
か
。
（
２
）
グ
ル
ー
プ
全
体
が
協
力
し
て
発
表
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
。
（
３
）
朗
読
の
仕
方
（
特
に
声
の
出
し
方
）
は
適
切
だ
っ
た
か
。
以
上
の
よ
う
な
指
導
過
程
を
経
て
、
今
回
の
学
習
は
終
了
す
る
。
学
習
者
は
単
元
の
ま
と
め
と
し
て
、
ブ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
の
形
態
に
よ
っ
て
、
個
々
の
オ
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
五
リ
ジ
ナ
ル
版
「
新
・
空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ
」
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
４
実
践
の
総
括
と
今
後
の
課
題
国
語
教
育
の
実
践
的
課
題
を
整
理
し
て
、
そ
の
課
題
に
対
応
す
る
授
業
の
構
想
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
。
自
身
の
三
十
年
に
及
ぶ
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
実
践
を
通
時
的
か
つ
共
時
的
な
視
点
か
ら
検
証
し
た
う
え
で
、
新
た
な
授
業
構
想
を
構
築
し
、
具
体
的
な
実
践
を
提
案
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、文
章
表
現
指
導
の
現
状
分
析
を
通
し
て
実
践
的
課
題
を
確
認
し
、
そ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
授
業
の
目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
。
そ
の
目
標
設
定
に
直
接
対
応
す
る
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
で
の
授
業
実
践
を
取
り
上
げ
て
、
実
践
記
録
に
基
づ
い
た
指
導
過
程
を
記
述
し
て
み
た
。
具
体
的
に
は
一
九
九
五
年
度
の
中
学
一
年
生
を
対
象
と
し
た
授
業
実
践
を
、
考
察
の
対
象
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
文
章
表
現
指
導
に
お
い
て
特
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
五
点
で
あ
る
。

書
く
こ
と
に
対
す
る
学
習
者
の
興
味
・
関
心
お
よ
び
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
。

書
く
こ
と
の
効
果
的
な
教
材
を
発
掘
す
る
こ
と
。

学
習
者
を
円
滑
に
書
く
こ
と
へ
と
い
ざ
な
う
た
め
の
課
題
を
工
夫
す
る
こ
と
。

書
く
こ
と
の
具
体
的
な
場
所
を
設
定
す
る
こ
と
。

個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
ク
ラ
ス
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
学
習
を
展
開
し
、「
教
室
の
文
化
」
を
生
か
し
た
効
果
的
な
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。
文
章
表
現
指
導
に
お
い
て
最
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

の
学
習
者
の
表
現
意
欲
を
喚
起
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
は
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
。
表
現
す
る
と
い
う
行
為
は
本
来
楽
し
い
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
学
校
で
強
制
的
に
書
か
さ
れ
る
「
作
文
」
は
苦
痛
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。
そ
の
点
を
克
服
し
な
い
限
り
、
文
章
表
現
指
導
は
成
立
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。
興
味
・
関
心
・
意
欲
は
学
び
の
根
源
に
あ
る
も
の
で
、
授
業
を
通
し
て
そ
れ
ら
を
喚
起
す
る
こ
と
に
ま
ず
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
続
い
て
、
彼
ら
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
で
き
る
よ
う
な
力
の
あ
る
教
材
を
発
掘
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
表
現
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
「
い
ま
、
こ
こ
」
を
大
胆
に
取
り
込
ん
だ
教
材
開
発
を
す
る
と
い
う
方
向
を
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
「
国
語
教
育
の
戦
略
」
と
し
て
、
具
体
的
（
６
）
な
提
案
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
称
さ
れ
る
素
材
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
取
り
上
げ
た
わ
け
だ
が
、
様
々
な
観
点
か
ら
一
般
的
に
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
は
子
ど
も
に
と
っ
て
（
７
）
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
国
語
科
の
教
材
と
し
て
位
置
付
け
て
み
た
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
中
に
内
在
す
る
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
引
き
付
け
る
力
に
注
目
し
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
自
体
を
教
材
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
教
科
書
教
材
の
理
解
を
深
め
、
表
現
と
理
解
の
関
連
学
習
を
展
開
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
六
特
に
中
学
一
年
生
の
授
業
の
場
合
、
学
習
者
を
自
然
に
国
語
科
の
学
習
活
動
へ
と
い
ざ
な
う
必
要
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
学
習
課
題
を
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
も
「
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
」
と
称
さ
れ
る
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
「
分
岐
」
の
考
え
方
を
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
分
岐
を
作
品
の
ど
こ
に
設
定
し
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
に
よ
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
さ
せ
る
の
か
と
い
う
課
題
は
、
学
習
者
に
と
っ
て
興
味
あ
る
課
題
で
は
あ
る
が
、
教
材
の
理
解
を
抜
き
に
は
成
立
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
材
本
文
を
読
み
込
む
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
指
導
者
側
の
「
戦
略
」
で
も
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
分
岐
が
表
れ
、
い
く
つ
か
の
選
択
肢
か
ら
派
生
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
不
明
で
あ
り
、
そ
の
意
外
性
が
ゲ
ー
ム
の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
授
業
で
は
そ
の
魅
力
を
生
か
す
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
が
選
択
肢
を
作
成
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
み
た
。
学
習
者
の
関
心
は
良
好
で
、
ほ
ぼ
全
員
が
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
授
業
の
内
外
で
、
必
ず
「
書
く
こ
と
」
の
具
体
的
な
活
動
の
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。「
書
く
こ
と
」
の
活
動
へ
と
い
ざ
な
う
た
め
の
学
習
課
題
を
通
し
て
、
実
際
に
書
く
場
所
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
文
章
表
現
指
導
の
基
本
と
言
え
よ
う
。
文
章
表
現
力
は
表
現
す
る
と
い
う
活
動
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
。
そ
の
実
際
の
活
動
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
新
た
な
表
現
意
欲
が
生
ま
れ
る
。
日
常
生
活
の
中
で
、
携
帯
メ
ー
ル
送
信
の
た
め
の
片
手
操
作
以
外
に
実
際
に
文
字
を
書
く
機
会
が
少
な
い
学
習
者
に
、
手
書
き
で
文
字
を
書
く
と
い
う
場
所
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
学
校
の
重
要
な
機
能
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
授
業
の
大
き
な
特
徴
は
、
授
業
中
に
学
習
者
に
毎
回
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
書
く
活
動
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
書
く
活
動
自
体
の
面
白
さ
を
発
見
し
、
彼
ら
が
主
体
的
に
書
く
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
と
き
、
表
現
意
欲
の
喚
起
に
よ
る
表
現
活
動
の
実
施
と
い
う
全
体
の
目
標
は
達
成
さ
れ
る
。
学
習
者
が
個
人
で
書
い
た
作
文
は
、
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
ク
ラ
ス
単
位
の
検
証
を
経
て
、
再
度
個
人
へ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
う
え
で
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
表
現
に
向
け
て
の
視
野
を
開
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
効
果
的
な
文
章
表
現
指
導
が
実
現
で
き
る
。
今
回
提
案
し
た
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
ク
ラ
ス
の
各
段
階
で
の
学
習
が
成
立
し
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
評
価
に
生
か
せ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
検
討
を
続
け
た
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
授
業
で
は
、
学
習
者
が
表
現
意
欲
を
持
っ
て
書
く
と
い
う
活
動
に
取
り
組
む
場
面
を
重
視
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
創
作
文
を
書
く
と
い
う
活
動
を
取
り
入
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
創
作
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
教
育
現
場
で
多
く
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
あ
る
小
説
を
読
ん
で
、
そ
の
続
編
を
創
作
す
る
と
い
う
活
動
の
実
践
は
あ
る
が
、
評
価
規
準
の
立
て
方
の
困
難
も
あ
っ
て
、
定
着
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
文
章
表
現
指
導
に
お
け
る
創
作
文
の
位
置
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
生
活
作
文
や
行
事
作
文
と
称
さ
れ
る
活
動
、
そ
し
て
読
書
感
想
文
や
小
論
文
が
主
流
を
占
め
る
学
校
現
場
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
創
作
文
を
書
く
と
い
う
活
動
を
も
っ
と
重
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
七
点
的
に
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
創
作
の
指
導
は
、
学
校
よ
り
も
い
わ
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
場
所
で
よ
く
行
わ
れ
、
講
師
に
は
現
役
の
小
説
家
が
招
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
小
説
の
書
き
方
」
に
関
す
る
啓
蒙
書
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
参
考
に
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
は
学
校
教
育
、
特
に
国
語
科
に
お
い
て
創
作
文
を
書
く
と
い
う
活
動
を
よ
り
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
指
導
事
項
と
指
導
法
の
検
討
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
「
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
」
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
主
流
で
は
な
い
。
こ
と
ば
よ
り
も
映
像
や
効
果
音
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
主
要
な
要
素
と
な
る
わ
け
だ
が
、
国
語
教
育
と
の
関
連
か
ら
す
れ
ば
、「
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
」
は
大
切
な
方
向
を
提
起
し
て
く
れ
る
。
わ
た
く
し
は
特
に
分
岐
を
設
け
て
選
択
肢
に
よ
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
分
化
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
し
た
が
っ
た
結
末
が
用
意
さ
れ
る
と
い
う
特
色
に
注
目
し
た
。
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
、
も
し
く
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
的
確
に
読
み
取
り
、
そ
れ
を
生
か
し
て
新
た
な
物
語
を
紡
ぐ
と
い
う
作
業
に
は
、
創
造
的
な
言
語
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
国
語
科
の
学
力
、
特
に
表
現
力
と
無
縁
で
は
な
い
。
今
回
紹
介
し
た
授
業
で
育
成
さ
れ
る
学
力
の
検
証
も
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
今
回
の
実
践
は
私
立
学
校
の
も
の
で
、
担
当
者
の
裁
量
に
よ
り
比
較
的
自
由
な
授
業
内
容
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
あ
る
意
味
で
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
っ
た
。
年
間
を
通
し
て
表
現
に
関
わ
る
活
動
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
科
目
の
特
色
な
し
に
、
今
回
の
実
践
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
、
三
名
の
担
当
者
相
互
の
密
接
な
情
報
交
換
も
、
授
業
内
容
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
十
二
時
間
と
い
う
配
当
時
間
は
決
し
て
短
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
つ
の
テ
ー
マ
に
か
け
る
時
間
数
と
し
て
は
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
要
素
が
す
べ
て
実
践
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
要
素
が
な
け
れ
ば
、
決
し
て
達
成
で
き
な
い
授
業
で
あ
っ
た
。
今
回
の
授
業
は
、
最
終
的
に
学
習
者
個
々
の
記
録
と
し
て
の
ブ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
、
す
な
わ
ち「
本
」の
作
成
と
い
う
活
動
で
締
め
く
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
授
業
時
間
は
き
わ
め
て
僅
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
当
初
の
趣
旨
が
す
べ
て
全
う
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
せ
っ
か
く
学
習
者
が
作
成
し
た
作
品
す
な
わ
ち
「
本
」
は
、
展
示
会
を
開
く
な
ど
し
て
も
っ
と
多
く
の
場
所
で
披
露
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
時
間
的
な
限
界
か
ら
十
分
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
な
か
っ
た
点
は
、
大
い
に
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
学
習
の
時
間
で
は
、
個
々
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
の
的
確
な
指
示
が
成
否
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
言
及
し
た
「
研
究
の
手
引
き
」「
授
業
レ
ポ
ー
ト
」「
研
究
資
料
」
と
称
す
る
プ
リ
ン
ト
教
材
に
よ
っ
て
、
可
能
な
限
り
き
め
の
細
か
い
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た
。
今
後
さ
ら
に
改
訂
を
重
ね
て
、
今
回
の
よ
う
な
趣
旨
の
授
業
に
有
効
に
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
冒
頭
で
明
ら
か
に
し
た
四
点
の
実
践
的
課
題
の
中
で
、
特
に
第
三
の
文
章
表
現
技
術
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
文
章
表
現
技
術
指
導
の
問
題
も
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
（
８
）
問
題
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
述
す
る
。
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
八
注（１
）
日
本
国
語
教
育
学
会
大
学
部
会
の
研
究
収
録
『
大
学
に
お
け
る
「
国
語
」
教
育
関
連
科
目
の
実
態
調
査
報
告
』（
二
〇
〇
二
・
三
）
に
は
、
延
べ
一
七
〇
に
及
ぶ
大
学
の
「
国
語
」
教
育
関
連
科
目
の
設
置
状
況
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
か
ら
も
多
く
の
大
学
に
国
語
（
文
章
）
表
現
法
（
論
）
の
授
業
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
（
２
）
早
稲
田
大
学
系
属
早
稲
田
実
業
学
校
は
、
前
期
・
後
期
の
二
期
制
を
取
っ
て
い
る
。
後
期
の
後
半
と
は
一
月
か
ら
三
月
ま
で
で
、
三
期
制
の
「
三
学
期
」
に
相
当
す
る
。
（
３
）
こ
の
授
業
に
関
し
て
は
、
実
践
報
告
を
ま
と
め
て
い
る
。
町
田
守
弘
「
中
学
生
と
演
劇
を
楽
し
む
―
国
語
教
育
の
戦
略
と
し
て
」（『
声
の
復
権
と
国
語
教
育
の
活
性
化
』〈
明
治
図
書
、
二
〇
〇
五
・
一
〇
〉
に
収
録
）。
（
４
）
我
孫
子
武
丸
「
初
級
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
制
作
講
座
」（『
公
式
フ
ァ
ン
ブ
ッ
ク
・
か
ま
い
た
ち
の
夜
』〈
チ
ュ
ン
ソ
フ
ト
、
一
九
九
五
・
一
〉
に
収
録
）。
（
５
）
注
（
４
）
に
同
じ
。
（
６
）
町
田
守
弘
『
国
語
教
育
の
戦
略
』（
東
洋
館
出
版
社
、
二
〇
〇
一
・
四
）、
同
『
国
語
科
授
業
構
想
の
展
開
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
三
・
一
〇
）
に
お
い
て
、
具
体
的
な
提
案
を
試
み
て
い
る
。
（
７
）
例
え
ば
脳
科
学
の
立
場
か
ら
論
じ
た
森
昭
雄
『
ゲ
ー
ム
脳
の
恐
怖
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
二
・
七
）
な
ど
は
、
そ
の
代
表
的
な
文
献
で
あ
る
。
一
方
、
香
山
リ
カ
が
『
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
と
癒
し
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
・
一
〇
）
の
中
で
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
「
癒
し
」
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
（
８
）
町
田
守
弘
「
文
章
表
現
技
術
指
導
に
関
す
る
一
考
察
―
興
味
・
関
心
・
意
欲
喚
起
の
た
め
に
」
（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
二
〇
〇
六
・
三
）。
表
現
意
欲
喚
起
の
た
め
の
方
策
を
探
る
（
町
田
）
六
九
